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経営方針は

ばお客様に喜ばれる水道にしよう

地震でも水道が使えてよかった•地震でも水道が使えてよかった
•蛇口から安全でおいしい水が出•蛇口から安全でおいしい水が出
てうれしい

•料金はそれほど高くなくて助かる
•渇水でも水道が使えるーーなど
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一か月雨が降らないと急減（利根川）

8/1

9/1
利根川８ダム
貯水量の推移

9/1
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水源の保全 民有林の購入
民有林
16000ha16000ha

水道水源林
22000ha22000ha

奥多摩湖 民有林の現状湖

価格：土地70-100円/㎡
立木40-50円/㎡
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多摩川水源森林隊多摩川水源森林隊
（購入 きない民有林を再生）（購入 きない民有林を再生）（購入できない民有林を再生）（購入できない民有林を再生）

ボランティア隊員1000名ボランティア隊員1000名
活動回数 1400回

事務所実施面積 190ha
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更新の考え方

・更新を遅らすと 将来事故など あらゆるリ更新を遅らすと、将来事故など、あらゆるリ
スクが増大

・切羽詰まって一気に更新すると、工事中の
大幅な能力低下と莫大な財源不足に直面大幅な能力低下と莫大な財源不足に直面

・今、投資を抑えて料金値下げをすれば、今
のお客様は喜ぶが、将来に禍根

水道事業者は将来のお客様に対しても責任水道事業者は将来のお客様に対しても責任
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大規模浄水場更新に向けた代替施設の整備

○東村山の代替→境浄水場増強（H33完成）○東村山の代替→境浄水場増強（H33完成）
○金町の代替→三郷浄水場増強（H35完成）
○その他の浄水場も順次更新（60年 1兆円）○その他の浄水場も順次更新（60年、1兆円）
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バックアップ機能の強化

幹線管路の二重化やネットワ ク化幹線管路の二重化やネットワーク化
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高度浄水処理100%達成

従来の処理に追加

高度浄水処理

原水 水道水
生物活性炭
処理

オゾン処理 砂ろ過
凝集
沈でん

原水 水道水
処理

オゾン処理 砂ろ過
沈でん

塩素消毒

生物活性炭に
棲む微生物が
バラバラに

オゾンの強力
な酸化力によ
りにおいのもと

生物活性炭の表面オゾン接触の状況

バラバラに
なった臭いの
もとを食べる

0.1mm

スプーン１杯 粒数 500粒オゾンを含んだ細かい

りにおいのもと
をバラバラに
細かく分解 もとを食べる

表面積 1000㎡
微生物 10億個

空気を水中に噴き込む
細 分解
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高度浄水処理のPR （H24満足度調査）

「飲み水としての水
質」に満足しているか

「高度浄水処理」の導入を
知っているか

知ってい

質」に満足しているか 知っているか

満足不満足

る

38%

知らない

62%
水質に満足

47%

不満足

など

53%
水質に

満足

水質に

不満足

33%
水質に

53% 満足

67%

水質に

満足

41％

水質に

不満足

59％
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飲み比べキャンペーン

どちらがおいしい？

飲み比べキャンペーン

• どちらがおいしい？

A（水道水） B（ミネラルウオ タ ）A（水道水） B（ミネラルウオータ－）

• H25 ５万人に飲み比べ

水道水の方がおいしい‐‐‐ ４８％
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耐震継手管
地震でも抜けない水道管地震でも抜けない水道管

○平成１０年度から全面的に採用○平成１０年度から全面的に採用
○東日本大震災の被災地においても被害なし
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耐震継手管への取替
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水道管路の耐震継手化１０ヵ年事業
（５０００ｋ ８０００億円）（５０００ｋｍ、８０００億円）

避難所給水管
の優先整備の優先整備

空気弁の耐震化9000カ所

○首都中枢、医療機関等に加え、避難所や主要な駅までのルート、
被害が大きいと想定される地域を優先的に耐震化

○耐震化率 ２９％ ⇒ ５４％（10年後 H34）○耐震化率 ２９％ ⇒ ５４％（10年後、H34）
○復旧日数 ３０日 ⇒ １８日（10年後、H34）
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私道内給水管整備事業の拡大
私道内給水管耐震化率３３％→７５％（ ３ ）私道内給水管耐震化率３３％→７５％（Ｈ３４）

整備前 整備後

A宅 A宅
私
道給

水

排水栓

私

○印は水道メータ ○印は水道メータ

D宅 D宅
B宅 B宅

給水管

道
水
管
（塩
化
ビ

私
道

C宅
E宅 E宅

C宅

（ステンレス管）
ビ
ニ
ル
管
）

公道
配
水
管

公道

配水管（ダクタイル鋳鉄管） 配水管（ダクタイル鋳鉄管）

実 施 時 期

○ 平成２４年９月１日より

実 施 時 期
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排水栓・消火栓の活用（消防との連携）

排水栓を活用した消火
（排水栓等９千カ所）

消火栓を活用した応急給水消火栓を活用した応急給水
（消火栓１３万カ所）

スタンドパイプ、ホース、
水栓 消火ノズルなど２６００セ トを地域に配布
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水栓、消火ノズルなど２６００セットを地域に配布



電力の自立化①

施設能力全量分の自家発整備（現在は半量）
自家発10万k を倍増自家発10万kwを倍増
常用自家発：都市ガス＋備蓄燃料３日分
非常用自家発 備蓄燃料３日分（＋都市ガス）非常用自家発：備蓄燃料３日分（＋都市ガス）
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電力の自立化②
テ
レ
メ停電時でも配水管内の

水量、水圧、水質を把握

メ
ー
タ水量、水圧、水質を把握

（デトロイト大停電、
計画停電の教訓）

タ

計画停電の教訓）

↓
配水管テレメータ３１０カ所 自配水管テレメ タ３１０カ所、
自動水質計器１３０カ所に、
三日分のバ テリ 設置中

自
動
水三日分のバッテリー設置中 水
質
計計
器
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アースダムの堤体補強アースダムの堤体補強

補強
狭山湖

山口H14完成

補強

山口H14完成
道路

多摩湖

村山上（設計中）
補強

多摩湖

村山下H21完成
村山上（設計中）
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多摩地区地下水多摩地区地下水
井の頭池
善福寺池善福寺池
三宝寺池
国分寺崖線

ポンプ 浄水場(井戸200本）

国分寺崖線標高５０ｍ昭和30年代までの地下水位

現在の地下水位 標高２０～３０ｍ現在の地下水位 標高２０ ３０ｍ

地下水揚水地下水揚水
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エネルギーの削減
（東京水道の電気代年100億円）（東京水道の電気代年100億円）

浄水場
蛇口

浄水場 Ｐ
蛇口

給水所
（配水池）

Ｐ
（ ）

貯水槽 Ｐ
圧力解放で
エネルギ ロス

受水圧の
有効利用 貯水槽 Ｐエネルギーロス 有効利用へ

使用量の半分は
貯水槽経由

直結
給水へ貯水槽経由 給水
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元の圧力を極限まで利用する元の圧力を極限まで利用する

ピーク時ピ ク時

常時常時
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直結給水への切替え工事

工事前 工事後工事前 工事後

増圧ポンプ

① 貯水槽を通さずに直接飲める① 貯水槽を通さずに直接飲める
② 貯水槽のスペースが不要
③ 貯水槽の点検・清掃代が不要（年9万円/30世帯）③ 貯水槽の点検 清掃代が不要（年9万円/ 世帯）

④ 電気使用量が削減（年13万円/30世帯）
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直結給水の拡大

増圧直結 特例直結
（平成７年～） （平成16年～）

三階までの直結
（平成元年～）

増圧ポ プ

スペース
確保

増圧ポンプ
確保

○増圧ポンプ1台で
16階200世帯程度まで可
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貯水槽の滞留時間を短く

●水位の変更による滞留時間の適正化など、
具体的な改善提案を実施

改善提案例 ： ボールタップによる水位調整

現状（滞留2日） 改善後（滞留半日）

水位の適正化

現状（滞留2日） 改善後（滞留半日）
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監理団体と連携した効率的事業運営監理団体と連携した効率的事業運営

料 技経営業務料
金
徴

技
術東京都水道局

経営業務

徴
収

系
業

４ ０ ０ ０ 人

TSSPUC 監理団体

収
業

業
務TSS

1500人

PUC
1000人

監理団体務
務

1500人1000人
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アジアでは水に困っている

川で洗濯する少女
（バングラデシュ）（バングラデシュ）

経済成長が著しい東南アジアだが
水道の整備が行き届いていない国も多い水道の整備が行き届いていない国も多い
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都市部でも水量・水圧が不足

建物の屋根の上に設置され
た貯水タンク（ベトナム）

○ 水圧が低く、十分な水量が得られない地域が多い
○ ポンプ等で貯水タンクに揚水し 水を確保○ ポンプ等で貯水タンクに揚水し、水を確保
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漏水などの割合が50％以上の地域も

○ 水道管の接合不良やひび割れ、腐食等の進行
○ 漏水などによって半分以上の水が失われることも○ 漏水などによって半分以上の水が失われることも
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不確実な計量

○ メータの未整備
○ メータ不良による計量もれ○ メ タ不良による計量もれ
○ 検針がきちんとなされていない
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地下水の混入などにより、水質に問題

タンク タンク

ポンプ ポンプ

管の割れ目から

配水管

管の割れ目から
地下水が混入 地下水

○ 各戸のポンプで吸引
○ 水道管内の水圧が低くなり 地下水が混入するおそれ○ 水道管内の水圧が低くなり、地下水が混入するおそれ
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海外の人々が水道で困らないように

東京の持つ高度な技術を海外へ広めていく
研修生の受入れなど通じて 相手国からの信頼

実績

研修生の受入れなど通じて、相手国からの信頼
を得る

実績
信頼関係の構築

水事情の改善
本企業 後押日本企業の後押し

31


